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第３回常任理事会報告 

 

日 時  平成２３年７月１１日（月）午前１１時～午後０時 

場 所  日本歯科医師会 ８０１会議室 

出席者  ＜会  長＞ 江藤一洋 

      ＜副 会 長    

      ＜総務理事＞ 栗原英見 

＞ 佐藤田鶴子、荒木孝二 

      ＜常任理事＞ 川添堯彬、山﨑芳昭、福田仁一、向井美惠、 

             上西秀則、覚道健治、勝海一郎、後藤滋巳、 

             一戸達也、佐々木啓一、松村英雄、中島信也 

 

 

［議長 栗原総務理事］ 

 

 

１．開  会 

佐藤副会長より、開会の辞。 

 

 

２．挨  拶 

  江藤会長より、挨拶がなされた。 

 

 

３．報  告 

1）一般会務報告 

栗原総務理事より、次の資料に基づき、報告がなされた。 

   □一般会務報告（平成 23年 6月 13日～7月 10日） 

   □第 2回常任理事会報告（平成 23年 6月 13日開催） 

 

2）第 22回日本歯科医学会総会準備状況報告 

  川添会頭より、標記については、本日午後 1 時 30 分より開催される第 1
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回代表者会議の報告をもって代える旨述べられた。 

 

3）会計現況報告 

  山﨑常任理事より、平成 23 年度 6 月の学会会計および第 22 回日本歯科

医学会学術大会会計現況報告は、本日午後 1 時 30 分より開催される第 1 回

代表者会議の報告をもって代える旨述べられた。 

 

4）重点計画の推進 

 （1）歯科医療への学術的根拠の提供 

    医療技術評価・再評価に係る提案書について 

    荒木副会長より、標記については、本日午後 1時 30分より開催され 

   る第 1回代表者会議の報告をもって代える旨述べられた。 

 

 （2）歯科医療技術革新の推進 

    江藤会長より、第 2回理事会で報告する旨述べられた。 

 

 （3）専門医制度の在り方の検討 

    江藤会長より、第 2回理事会で報告する旨述べられた。 

 

 （4）学会機構の改革 

    江藤会長より、第 2回理事会で報告する旨述べられた。 

 

 （5）国際連携の推進 

    第 99 回 FDI 年次世界歯科大会総会において審議予定の FDI 政策声明の

検討について 

    中島常任理事より、日本歯科医師会から本学会に対し、標記政策声明の

検討依頼があった旨報告。本学会の対応としては、専門分科会および認定

分科会に対して検討を要請しており、分科会から提出される意見をもって

日本歯科医師会へ回答する旨説明がなされた。 

 

 （6）歯科医学未来構想の構築 

    江藤会長より、第 2回理事会で報告する旨述べられた。 
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5）会長報告 

   江藤会長より、日歯理事会および常任理事会における報告事項および協

議事項について、資料に基づき報告がなされた。 

 

6）その他 

    東日本大震災の被災地で活動を行っている 3大学への義援金について 

江藤会長より、標記について、岩手医科大学・東北大学・奥羽大学の 3

大学に義援金を送付した旨資料に基づき報告がなされた。 

    第 33回（平成 23年度）沖縄研究奨励賞推薦応募について 

    栗原総務理事より、標記について、資料に基づき報告がなされた。 

    研究業績褒賞（上原賞）候補者の推薦について 

栗原総務理事より、標記について、資料に基づき報告がなされた。 

    朝日賞候補者の推薦について 

栗原総務理事より、標記について、資料に基づき報告がなされた。 

    職員人事について 

栗原総務理事より、標記について、資料に基づき報告がなされた。 

 

 

４．協  議 

1）重点計画の推進 

（1）歯科医療への学術的根拠の提供 

    特になし 

 

  （2）歯科医療技術革新の推進 

    特になし 

 

  （3）専門医制度の在り方の検討 

    特になし 

 

  （4）学会機構の改革 

    江藤会長より、機構改革委員会に対し、①日本歯科医学会の存立基盤



 - 4 - 

（会計制度、認証制度、予算執行体制等）の在り方、②日本歯科医学会の

組織（役員会、常任理事会、理事会、代表者会議、評議員会等）の在り

方、③日本歯科医学会総会の在り方について、公益法人制度改革に向け

た具体的方策の取りまとめを諮問することについて、資料に基づき諮ら

れ、協議の結果、原案通り了承された。なお、機構改革委員会委員の人

選は会長に一任された。山﨑常任理事より、日本歯科医師会と連携を密

にし検討することが必要である、との意見が述べられた。 

 

  （5）国際連携の推進 

    特になし 

 

  （6）歯科医学未来構想の構築 

    特になし 

 

 2）事業計画の推進 

  （1）評議員会議長および副議長の選出について 

    栗原総務理事より、標記について資料に基づき諮られた。 

    協議の結果、第 2 回理事会で引き続き協議した上で、7 月 19 日開催の

第 86回評議員会に第 1号議案として上程することとした。 

 

  （2）平成 22年度学会会計収支決算 

山﨑常任理事より、標記について資料に基づき諮られた。 

協議の結果、第 2 回理事会で引き続き協議した上で、7 月 19 日開催の

第 86回評議員会に第 2号議案として上程することとした。 

 

  （3）平成 22年度第 22回日本歯科医学会学術大会会計収支決算 

山﨑常任理事より、標記について資料に基づき諮られた。 

協議の結果、第 2 回理事会で引き続き協議した上で、7 月 19 日開催の

第 86回評議員会に第 3号議案として上程することとした。 

 

  （4）顧問の委嘱 

    栗原総務理事より、標記について資料に基づき諮られた。 
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協議の結果、第 2 回理事会で引き続き協議した上で、7 月 19 日開催の

第 86回評議員会に第 4号議案として上程することとした。 

 

  （5）第 86回評議員会の運営について 

    栗原総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、 

   原案通りの日程で開催する旨了承された。 

 

  （6）日本歯科医学会専門分科会加入申請に関する公示について 

    栗原総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、 

   原案通りの内容で、公示板および本学会ホームページ上に公示する旨了

承された。 

 

  （7）日本歯科医学会認定分科会登録申請に関する公示について 

    栗原総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、 

   原案通りの内容で、公示板および本学会ホームページ上に公示する旨了

承された。 

 

  （8）後援名義について 

    栗原総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、 

   後援名義を貸与することとした。 

 

  （9）役員派遣について 

    栗原総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、 

   原案通り役員を派遣することとした。 

 

 3）その他 

   特になし。 

 

 

５．閉  会 

  荒木副会長より、閉会の辞。 


